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（様式第４号）      第 9 回真田地域協議会 会議概要 

１ 審議会名  真田地域協議会  

２ 日  時  平成 28 年 12 月 13 日（火） 午後 7時 00 分から午後 9時 00 分まで 

３ 会  場  真田地域自治センター3階 301 会議室 

４ 出 席 者  荒木仁子委員、大久保吉志委員、荻原優子委員、佐藤政彦委員、高寺由美子委員 

 竹村尚美委員、土屋實委員、西牧真吾委員、藤澤累美子委員、本田寿子委員、 

松井よし枝委員、松本規男委員、丸山恵子委員、宮下俊哉委員、宮島国彦委員、 

山崎隆喜委員、若林正徳委員 

【欠席委員】3名 

５ 市側出席者 岩倉センター長、山宮地域振興課長、大塚市民サービス課長 

塚田産業観光課長、大熊建設課長、矢嶋上下水道課長、清水教育事務所長 

柳沢真田消防署長、伊藤主査、春原主任 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・ 一部公開 ・ 非公開 

７ 傍聴者 0人   記者 0人 

８ 会議概要作成年月日   平成 29年 1 月 20 日 

協 議 事 項 等 

１ 開 会（宮島副会長） 

 

２ 会長あいさつ（宮下会長） 

  師走に入りましてお忙しいところでございますが、本日も慎重審議に賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

３ センター長あいさつ（岩倉センター長） 

  NHK 大河ドラマもあと 1回の放送を残すのみとなりました。今年は真田丸で年が明け、真田丸で年が

暮れようとしています。まさに真田丸一色の一年であったような気がいたします。真田地域にも大勢の

お客様に訪れていただきました。住民の皆様には環境整備や案内看板の設置等から始まりまして、訪れ

た皆様への観光案内や湯茶の接待など、地域を挙げて心からのおもてなしをしていただきました。あり

がとうございました。 

11 月末までの各施設の入館者でございますが、真田氏歴史館は約 12万 3千人で昨年の 2.8 倍、ゆき

むら夢工房は約 10 万 8 千人で 2.2 倍、ふれあい真田館は 1万 4千人で 1.2 倍となっており、いずれの

施設も昨年と比べると大きく上回っております。真田丸の放送によりまして真田の地名は全国に知れ渡

りました。来年以降もこの真田の郷を訪れる皆様も多くいらっしゃると思います。今後も引き続きでき

る範囲の中で、おもてなしに御協力くださいますようお願い申し上げます。本日は今年最後の協議会と

なります。地域事業基金等について、御協議をお願いする予定でございますので、何卒よろしくお願い

いたします。 

 

４ 協議事項（宮下会長） 

（１）前回決定事項確認 

   ～事務局から説明～ 

   【質疑・意見等】 

    ・なし 

 

 （２）地域振興事業基金の活用について 

～山宮地域振興課長から説明～ 

【質疑・意見等】 

  ・なし 
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【決定事項】 

  提案のあった基金活用計画を了承 

 

（３）分科会協議 

  （会長）これより分科会協議に入りますが、全体会の途中で分科会協議の時間を設けます。8 時 45

分頃を目途にもう一度この場にお集まりいただき、それぞれの分科会でどのような協議がされたの

か、報告をいただく時間を設けます。分科会協議の前に「５報告事項」を先に進めさせていただき

ます。 

 

５ その他（宮島副会長） 

 （１）次回協議会開催日時の確認 

   次回は、平成 29年 1月 17 日（火）午後 7時からとなります。 

  

 （２）その他 

  ・委員の交代について（事務局説明） 

真田地域民生児童委員協議会の松井よし枝委員が、民生委員の任期満了に伴い、地域協議会の

委員を退任することとなりました。新委員は次回の協議会で報告します。新委員の分科会の所属

は前任の委員の所属である第 3分科会の所属となります。また、松井委員の退任により副分科会

長も空席となるため、第 3分科会においては、本日の分科会で後任の副分科会長の選任もお願い

したい。 

・松井委員より退任のあいさつ 

・団体の任期調査の依頼について（事務局説明） 

 

 

 ～分科会協議 午後 8時 45 分まで～ 

 

 

 

６ 各分科会から協議状況の報告（宮島副会長） 

 （第 1分科会）地域コミュニティづくりと地域の連携ということで話し合いを行いました。先日、大日

向でそばまつりがあり、そこに参加された方の感想などをお聞きしました。コミュニティ活動を行っ

ている自治会は多くはありますが、小中高生とのコミュニティを作ることが難しいという意見がでま

した。真田地域ではいろいろなイベントを実施しています。例えばカントリーフェスティバルや、り

んごまつりなど、いろいろと行っています。それを続けていくことの難しさや各年代間とのコミュニ

ティを作るには難しいなどの意見が出され、その中で小中高生と年配の方とのコミュニティの場とし

て、自治センターを拠点にできないかという提案が出されました。いままで婦人会はありましたが現

在はなくなってしまったり、長寿会に未加入の方もいます。本当にコミュニティが必要かという話も

でました。神科小学校や豊殿小学校は、学校を拠点としたコミュニティスクールが始まっており、こ

れらも参考にしながら、これからの議題としていきたいと思います。 

 

 （第 2分科会）公共交通機関の存続と今後の在り方とうことで協議をさせていただきました。本日は、

交通政策課の御担当者より「上田市公共交通網形成計画書」の内容について説明を受けました。かな

りボリュームのある資料でしたので、要点を絞った形で説明を受けました。時間のほとんどを質問と

詳細の説明で今回の協議は終わっております。今回説明を受けた上田市公共交通網形成計画というの

は国の指導に基づき、計画書の策定を進めているとお聞きしましたので、そちらの計画の中身を吟味

しながら、今後の協議をどのように進めていくか検討していきたいと思います。 
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 （第 3分科会）副分科会長の後任について話し合いました。次回の地域協議会で発表できるものと思っ

ております。分科会では、食とお土産という部分に絞って話し合っていくことが決まりました。本日、

ゆきむら夢工房で販売している土産品と売れ筋リストを頂きましたので、それについて話し合いを行

いました。その他に食材は真田町の中でいろいろとあるので、その点と点をどのように繋いでいくか、

地元で作ったものが自校給食で使っていただけないかについて話し合いを行いました。次回も話し合

いを進めていきたいと思います。 

    

７ 閉会（宮島副会長） 

 

 

 


